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福岡公民館・旧田瀬小学校体育館などで活動しているふくおか文化協会芸

能系サークルの皆さんによる『令和５年度ふくおか文化協会芸能祭』が下記のと

おり開催されます。今年度はコロナ・インフルエンザが流行し、思うように練習で

きない日もありましたが、会員の皆さんは張り切って一年の活動の成果を発表

されます。多くの皆さまのご来場をお待ちしています。 

日 時  令和６年３月３日（日）  午後１時～午後３時半 (予定) 

場 所  芝居小屋 『 常 盤 座 』 （高山） 
 
 

 

昨年の様子 

 福岡公民館でサークル活動をしている【水墨

泉会】の皆さんに、今年の干支『辰』をテーマに

した水墨画を公民館ウインドウギャラリーに展示

していただきました。 

 力作ぞろいの作品をたくさん展示していただ

きありがとうございました。 

おひさま広場（乳幼児学級）で節分をしま

した。お母さんのひざに入って固まっている

子もいましたが、豆(ボール)を投げて鬼を追

い出しました。みんな泣かずに鬼退治ができ

たので、今年一年元気でいい子に過ごせると

思います。 

８月水遊び・１０月ハロウィン仮装・１２

月クリスマスのように季節行事を取り入れ

た活動もしています。 
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戦国時代、お殿様の子として生まれるが幼児期に城を追われ田瀬村宮脇にたどり着く。そこで足軽と

なり、棚橋十右衛門と改めた。 

苗木藩主遠山友政の時、福岡村東山から三千本の木を駿府城築城の際に献上するよう申し付けら

れたが、目付によって陥れられ、材木が不足する事態になった。材木の拠出係だった十右衛門が材木に

「〇に八一」の木ロ印をしていたことで難を逃れ、この時の働きで十右衛門はお殿様より功績が認められ、

家老まで昇進し【棚橋八兵衛】と改めた。 

代々、家老職などを歴任した棚橋家は苗木城の麓に屋敷を構えたが、宮脇と木積沢に知行地が与え

られ独自に庄屋を置いたそうです。 

地元にゆかりの方もみえ、知る人ぞ知る地元の偉人です。 

 

『二十歳の集い』記念写真撮影会 

中津川市では『二十歳の集い』とし

て、1 月７日(日)東美濃ふれあいセン

ターにて、式典が開催されました。ふ

くおか地区においては式典前に、二十

歳の集い実行委員が中心になり、福岡

公民館で恒例の記念写真撮影会が行わ

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念撮影の間は天候もよく、実行委員

の誘導のもとスムーズに撮影会が行わ

れ、久しぶりに再会する友人と楽しいひ

と時を過ごしていました。 

保護者の方々も我が子の成長を実感す

る時間になったと思います。 

これから楽しいことはもちろん、大小

様々な壁が立ちはだかることもあると思

いますが、夢や希望に向かって自分の脚

で着実に乗りこえて行ってくれることを

願っています。 

撮影会後、東美濃ふれあいセンターへ

移動し、『二十歳の集い』の式典に参加し

ました。 

天文 16年～不詳 


